
資料１ 

橿原市政に関する市民アンケート（意識調査）結果概要について 

 

 

○調査目的 

総合計画・戦略の策定にあたり、市の政策・施策に対する満足度や、これからの市政運営の方向性

について、市民の皆様の率直な意見をお伺いするため、下記対象者に対し、橿原市政に関する市民ア

ンケート（意識調査）をＷＥＢで実施した。 

 

○調査対象者 

  令和 7 年 7 月 25 日現在の住民基本台帳及び外国人登録データに登載されている 18 歳以上の市民

5,000 人を無作為に抽出 

 

○調査方法 

  ＷＥＢフォームによる回答 

 

○調査期間 

  令和 7 年 9 月 1 日（月）から 9 月 30 日（火） 

 

○回収率 

  回収数：1,307 件 

  回収率：26.3％（配布数 4,972 通 住所不明等による不達を除く） 

 

○回答結果 

  総合計画前期基本計画施策評価シートにおける実績値 

  総合計画後期基本計画における成果を測る指標 

  「日本国はじまりの地 橿原」未来戦略における数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〇回答結果の使用場所 

 

総合計画前期基本計画施策評価シートにおける実績値（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画後期基本計画における成果を測る指標（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本国はじまりの地 橿原」未来戦略における数値目標（例） 

 



★市民アンケート結果（後期基本計画）　成果を測る指標 R7

1_保育・幼児教育 幼少期の子どもは笑顔が輝き、のびのびと育っている 34.9%

2_学校教育 市内の小中学生が主体的に学び、学んだことを活かせている 15.3%

3_子育ち・子育て 出産・子育ての悩みや不安を相談でき、支援してくれる環境がある 19.4%

4_生涯学習・社会教育 生涯学習に取組んでいる 17.8%

5_科学・文化芸術 文化や芸術、科学への学びの関心を持っている 30.3%

6_スポーツ 日常的にスポーツに親しんでいる（自らする、応援する、競技者を支える） 30.8%

7_健康・医療 健康づくりに取組んでいる 31.8%

8_地域福祉 地域や社会に支えあえる環境がある 17.4%

9_高齢福祉 市内の高齢者は活動できる場所が多い 24.6%

10_障がい福祉 障がいのある人が日常生活を送るための環境が整っている 8.6%

11_市民協働 地域の活動に積極的に参加している 14.9%

12_人権 身近なところで人権問題が発生している 12.4%

13_防災 住んでいる場所の災害リスクを知り、備えができている 28.3%

14_防犯 犯罪が起こりにくくなっている 14.5%

15_交通 自分に合った交通手段で、市内を快適に移動することができている 42.8%

16_道路・橋梁・河川 道路と水路の環境が整備されている 22.3%

17_住環境・建築 住環境について心配なことがあるときに相談できる環境が整っている 13.2%

18_地球環境 日頃から環境に配慮した行動を取っている 37.6%

19_生活環境 衛生的に暮らすことができている 63.7%

20_下水道 安心して公共下水道を利用できている 66.3%

21_公園・緑地 市内に憩いの場として利用できる公園・緑地がある 43.2%

22_まちづくり・景観 快適性・利便性・安全性と歴史ある景観が共存している 45.9%

23_歴史・文化財 本市の歴史に誇りと愛着を持っている 53.4%

24_観光・交流 本市のプロモーションがうまく伝わっている 11.9%

25_商工業・しごと 商業施設が立地し、日常生活に必要な物品の調達やサービスが充足できている 54.9%

26_農業 地元の農産物を積極的に取り入れたい 57.1%

27_行政運営 橿原市は市民目線でしっかりした行政運営がなされている 14.2%

その他 今後もWEBのみのアンケートでよい。 73.3%

★市民アンケート結果（「日本国はじまりの地　橿原」未来戦略）　数値目標 R7

基本目標３ 市を特徴づけるキーワードに「子育て」「教育」を選んだ人の割合 33.4%

基本目標４ 市を特徴づけるキーワードに「医療・健康」を選んだ人の割合 35.5%


